
高校生活の指針 

 

 本校の校訓である「清く 正しく 優しく 強く」は、伝統に培われた普遍性を備えています。これを

高校生活に当てはめてみると、次のような指針を得ることができます。 

  服装や身だしなみを清楚で清潔に整えること 

規則正しい生活習慣を確立し、ルールやマナーを遵守した行動をとること 

人には敬意と優しい思いやりをもって接すること 

自らの志を堅持し自己実現に向けて粘り強く努力すること 

こうしたことを日々の生活の指針とし、夢野台という皆さん一人ひとりにとっての夢舞台で、夢高らしく

夢高く目標を掲げ、豊かで充実した高校生活を送りましょう。 

 

制服 

 令和５年度より制服が一新されました。伝統を守りつつも、時代のニーズに対応した以下の 

規程により、冬服スタイル、合服スタイル、夏服スタイルの着用期間は設けずに、体感温度に合わせ 

て判断し、着用していきます。。 

 

 スタイル 着用する服装 

冬服スタイル ●詰襟  ブレザー 

●カッターシャツ  ブラウス ＊いずれも白色無地であること   

（リボン・ネクタイはブレザーとセット） 

合服スタイル 

 

●カッターシャツ  開襟シャツ  ブラウス ＊いずれも白色無地であること 

（リボン・ネクタイの着脱は自由 ） 

本校指定のニットシャツ 

夏服スタイル 

 

●カッターシャツ  開襟シャツ  ブラウス ＊いずれも白色無地であること 

本校指定のニットシャツ 

※１ 気候に応じて カーディガン・セーター・ベストの着用も認める。 

 

１ 校 章 … 冬服スタイルで詰襟は右襟に、ブレザーは左胸ポケットにつける。 

２ 学年章 … 冬服スタイルで詰襟はの左襟に、ブレザーは校章と同様左胸ポケッ

トにつける。 

３ 上 着 … 本校指定のものとする。 

夏服スタイル、合服スタイルでは白地無地カッター、開襟シャツ、

ブラウスおよび本校指定のニットシャツとする。 
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冬服スタイルでは濃紺無地の学生ズボンとし、夏服スタイルではグ

レーにチェック柄の学生ズボンとする。夏冬どちらも変形させたデ

ザインのズボンは禁止とする 

膝がかくれる程度とする。  

運動靴または革靴とする。運動靴は華美でないもの、革靴は厚底で

はない黒または茶系統とする。 

靴下・防寒具（マフラー・手袋等）華美でないものとする。 

ﾀｲﾂ･ｽﾄｯｷﾝｸﾞは黒・紺・ﾍﾞｰｼﾞｭ・茶色のみとする。 

黒・紺・白・茶・グレー系の単色無地のものに限る。 

詰襟やブレーザーから出ないように着用する。 
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華美でないものとする。原則登下校時のみ着用とする。 

パーマ・染髪・奇抜な髪型等は禁止とする。 

指輪、イヤリング、ピアス、ネックレス・シュシュ等アクセサリー

類は禁止とする。 

             

補則 

１ 服装規程については生徒指導部で判断する。 

２ いずれの制服も許可なく加工することは禁止する。 

３ 式(入学式、卒業式、始業式、終業式)の服装について、１学期終業式、２学期始業式を除き、

原則、冬服スタイルとする。 

４ 土・日・祝日、長期休業期間中に部活動のために登下校する場合は、チームジャージ(学校名

が表示されたもの)の着用を認める。個人情報保護の観点から個人名が記載された服装（体操

服含む）は避ける。ただし、制服ズボン・スカートにチームジャージを組み合わせて着用す

ることは不可とする。 

５ 防寒コート・カーディガン･セーター・ベストの着用については、暖房設備の有無など、状況

に応じて柔軟に対応可能とする。     

 

携帯電話・スマートフォン 

 携帯電話やスマートフォンを校内に持ち込む場合は、各自で責任を持って管理し、授業中は電源を切る

など、マナーを守りましょう。 

 

自転車通学 

 通学距離が１㎞を超え、自転車通学を希望する場合は、所定の手続きをとり、本校の鑑札を自転車に貼

付しなければなりません。 

 交通規則を遵守し、通学マナーを守り安全運転に努めるとともに自転車保険に加入しておきましょう。 

 

アルバイト 

 アルバイトは原則禁止です。アルバイトをする必要がある場合は、担任の先生に相談し、所定の手続き

をとらなければなりません。 

 


